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７
月
13
日　

会
議
室

本
部
か
ら
ノ
ー
ト
パ
ソ

コ
ン
を
寄
贈

高田支部

７
月
20
日　

各
職
場
か
ら
発
言
あ

り
。
力
強
く
「
ガ
ン
バ

ロ
ウ
！
」

一戸支部

中部支部

中央支部

山田支部

胆沢支部

二戸支部
７
月
20
日　

会
議
室
が
埋
ま
る
ほ
ど
組

合
員
の
参
加
が
あ
り
。

７
月
25
日　

大
ホ
ー
ル

各
分
会
か
ら
職
場
の
問

題
に
つ
い
て
発
言
、
最

後
は
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ウ
。

７
月
20
日　

終
了
後
は
恒
例
の
懇
親

会
で
居
酒
屋
へ
。

７
月
18
日

本
人
出
席
の
み
で
成
立

「
患
者
さ
ん
の
た
め
に

早
め
に
入
院
ベ
ッ
ド
を
」

７
月
23
日　

　
「
超
勤
を
き
ち
ん
と
書
く
こ

と
。
年
次
を
が
ん
ば
っ
て
と
ろ

う
」
と
支
部
長
あ
い
さ
つ

■このほか開催した支部は
釜石支部　7月18日
東和支部　7月 20日
江刺支部　7月 27日
遠野支部　８月　２日

■今後決まっているのは　
８月29日　久慈支部
となっています。

まだの支部は日程を早めに決めましょう

支部定期大会開催される

集まって元気になろう



2

　

38
回
目
を
迎
え
る
岩
手
県
医

療
研
究
集
会
が
、
７
月
21
・
22

の
両
日
、
花
巻
温
泉
「
ホ
テ
ル

千
秋
閣
」
を
会
場
に
開
催
さ
れ
、

県
内
各
地
か
ら
、
市
民
も
含
め

１
６
０
人
が
参
加
。
各
職
場
か

ら
持
ち
寄
っ
た
レ
ポ
ー
ト
を
中

心
に
発
表
し
合
い
、
改
め
て
日

常
を
見
直
し
、
い
い
医
療
サ
ー

ビ
ス
、
労
働
条
件
の
改
善
に
つ

な
げ
よ
う
と
議
論
し
ま
し
た
。

　

○
○
○
推
進
委
員
長
の
挨
拶

で
開
会
。
今
年
の
記
念
講
演
は
、

原
発
問
題
で
テ
レ
ビ
、
マ
ス
コ

ミ
へ
の
不
信
感
が
高
ま
っ
て
い

る
中
で
、「
マ
ス
コ
ミ
は
何
を
伝

え
、
何
を
伝
え
て
い
な
い
か　

原
発
の
隠
さ
れ
た
真
実
」
と
題

し
て
、
放
送
ウ
ー
マ
ン
賞
を
受

賞
し
た
白
石
草
（
は
じ
め
）
さ

ん
が
講
演
し
ま
し
た
。
現
地
の

生
の
声
が
、
テ
レ
ビ
で
は
伝
え

ら
れ
て
い
な
い
と
、
福
島
の
保

育
園
で
撮
影
さ
れ
た
、
子
を
持

つ
親
の
苦
悩
の
声
を
ビ
デ
オ
で

紹
介
。
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
も
な
く
、

保
育
園
で
飼
っ
て
い
る
鶏
の
声

さ
え
も
、「
こ
の
生
の
声
、
怒
り

が
福
島
の
夜
明
け
に
つ
な
が
る
」

か
の
よ
う
な
非
日
常
に
、
会
場

は
シ
ー
ン
と
な
り
ま
し
た
。

　

講
演
後
は
、
看
護
、
精
神
、

介
護
の
分
科
会
、
内
部
被
曝
、

成
果
主
義
賃
金
の
基
礎
講
座
に

分
か
れ
、
２
日
の
午
前
中
ま
で

レ
ポ
ー
ト
発
表
、
グ
ル
ー
プ
・

ワ
ー
ク
、
学
習
会
な
ど
に
取
り

組
み
ま
し
た
。
基
礎
講
座
（
成

果
主
義
賃
金
）
で
は
、
初
め
て

２
日
間
通
し
の
企
画
で
、
か
つ

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
行
い
、
東

京
管
理
職
ユ
ニ
オ
ン
の
鈴
木
書

記
長
に
講
師
兼
助
言
者
で
全
日

程
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
充
実

し
た
内
容
と
な
り
ま
し
た
。

　

看
護
分
科
会
で
は
、
１
日
目

に
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
学
習
会
を

し
、
現
場
か
ら
の
疑
問
に
答
え

て
も
ら
い
ま
し
た
。

記念講演の
一ツ橋大学名誉教授・渡辺治さん

月
に
京
都
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
京
都
大
学
を
メ
イ
ン
会
場

に
、
３
日
間
に
わ
た
っ
た
研
究

集
会
は
、１
日
目
の
夕
方
の
「
消

費
税
反
対
・
原
発
再
稼
働
反
対
」

の
緊
急
集
会
・
デ
モ
行
進
も
含

め
、
学
び
行
動
す
る
集
会
と
し

て
運
営
さ
れ
、
市
民
講
座
を
含

め
、
全
国
か
ら
１
、０
０
０
人
以

上
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

県
医
労
か
ら
は
、「
医
療
、

福
祉
の
現
状
を
ふ
ま
え
社
会
の

あ
り
か
た
を
考
え
る　―

東
日

本
大
震
災
か
ら
学
ぶ―

」
分
科

会
に
、
被
災
地
か
ら
の
レ
ポ
ー

ト
を
発
表
し
、
２
支
部
・
本
部

か
ら
３
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

来
年
は
、
６
月
に
青
森
県

で
開
催
さ
れ
ま
す
。
今
か
ら
レ

ポ
ー
ト
の
準
備
を
し
、
一
番
近

い
県
と
し
て
成
功
に
向
け
て
心

構
え
を
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
全
国
医
療
研
集
会

 

　

来
年
は
青
森
で
６
月
に
開
催　

　

全
国
医
療
研
究
集
会
が
、
６

岩
手
県
医
療
研
究
集
会

日
常
を
見
直
そ
う
と
各
種
レ
ポ
ー
ト
発
表

７
月
21
日
・
22
日　
花
巻
に
１
６
０
人

（ 

）

６
／
15
〜
17

記念講演は「アワープラネットTV」の白石章（はじめ）さん

内部被爆について語る吉田智子さん

人事考課についてグループワーク
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　７月 22日、第 21回県医労友の会総会が花
巻金矢温泉にて開催され、30名余りの県医労
ＯＢの方々が集まりました。総会前には、友
の会花北地区の結成総会もあり、これで友の
会としては、沿岸部を除く全ての地域に支部
が結成されたことになります。総会では、地
域から必要とされる県立病院として、その充
実を求め、県医労と連携して活動することな
どが確認されました。
　また総会と併せて開催された情勢学習会で
は、岩手県議会議員の斉藤信氏を講師に、原
発問題や被災地復興の現状などについて学習。
夜は、夕食懇親会として近況を報告しあい、
親睦を深めました。

県医労と連携し　
 県立病院の充実を
＝県医労友の会総会開催＝

超
勤
�
年
次
請
求
�
�
�
�

 
�
�
�
職
場
風
土
�
一
掃
�
！

〜
意
思
統
一
し
、
み
ん
な
で
請
求
し
よ
う
〜

＝
36
協
定
と
超
勤
請
求
＝

　

県
医
労
で
は
一
昨
年
の
３
月

に
27
年
ぶ
り
に
36
協
定
（
サ
ブ

ロ
ク
協
定
＝
労
働
基
準
法
第
36

条
に
基
づ
く
、
休
日
労
働
・
時

間
外
労
働
に
関
す
る
労
使
協
定
）

を
締
結
し
ま
し
た
が
、
そ
れ
は

違
法
な
超
過
勤
務
の
現
状
を
追

認
し
た
も
の
で
は
な
く
、
こ
れ

を
機
会
に
長
時
間
労
働
を
改
善

さ
せ
よ
う
と
の
考
え
か
ら
で
す
。

　

い
ま
職
場
で
は
超
勤
を
請
求

さ
せ
な
い
、
請
求
で
き
な
い
風

潮
が
強
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
職

場
管
理
者
に
よ
っ
て
は
、
36
協

定
を
理
由
に
「
20
時
間
以
上
は

請
求
で
き
な
い
」
な
ど
と
言
う

方
が
い
ま
す
が
、
そ
れ
は
全
く

の
で
た
ら
め
で
す
。
協
定
内
容

に
は
そ
ん
な
事
は
一
切
書
い
て

お
ら
ず
、
あ
く
ま
で
も
超
過
勤

務
で
き
る
時
間
に
つ
い
て
、
上

限
時
間
を
約
束
し
た
だ
け
に
過

ぎ
ま
せ
ん
。

　

超
過
勤
務
縮
減
は
労
使
双
方

共
通
の
課
題
で
す
。
し
か
し
業

務
を
見
直
し
、
仕
事
量
を
減
ら

す
こ
と
と
、
実
際
に
働
い
た
分

を
請
求
さ
せ
な
い
の
で
は
全
く

意
味
が
違
い
ま
す
。
職
場
管
理

者
は
36
協
定
の
意
味
を
し
っ
か

り
と
理
解
し
、
法
律
の
主
旨
に

基
づ
い
て
適
切
な
対
応
を
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
同
時
に
私

達
も
自
分
の
仕
事
に
自
信
を
持

ち
、
働
い
た
分
は
き
っ
ち
り
請

求
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
職

場
の
仲
間
と
意
思
統
一
し
、
み

ん
な
で
声
を
掛
け
合
い
働
い
た

時
間
通
り
請
求
し
ま
し
ょ
う
。

そ
の
う
え
で
何
か
不
当
な
対
応

が
さ
れ
た
場
合
に
は
、
す
ぐ
に

組
合
支
部
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

記
憶
は
時
間
と
共
に
薄
れ
忘
れ

る
も
の
で
す
。
発
言
内
容
な
ど

重
要
な
こ
と
は
、
ぜ
ひ
メ
モ
を

取
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

＝
年
次
休
暇
の
権
利
＝

　

年
次
休
暇
の
権
利
は
い
つ
発

生
す
る
の
で
し
ょ
う
か
。
請
求

し
た
時
点
の
様
な
気
が
す
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
実
は
そ
う

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
取
得
す
る

権
利
は
、
勤
続
年
数
や
出
勤
状

況
な
ど
の
条
件
を
満
た
し
た
段

階
で
自
動
的
に
生
じ
る
も
の
で

あ
り
、
年
次
を
請
求
す
る
と
い

う
行
為
は
、
単
に
そ
の
時
季
を

特
定
す
る
に
過
ぎ
な
い
の
で

す
。

　

最
高
裁
の
判
例
で
は
、
そ
も

そ
も
年
次
休
暇
取
得
に
は
使
用

者
の
承
諾
す
ら
不
要
で
あ
り
、

使
用
者
が
適
法
に
時
季
変
更
権

を
行
使
し
な
い
限
り
就
労
す
る

義
務
は
消
滅
す
る
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
休
暇
を
取
得
し
て

ど
の
よ
う
に
利
用
す
る
か
に
つ

い
て
も
使
用
者
の
干
渉
は
許
さ

れ
て
お
ら
ず
、
年
次
請
求
に
あ

た
っ
て
理
由
を
尋
ね
る
こ
と
自

体
に
問
題
が
あ
り
ま
す
。
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看護部

さようなら原発集会に
全国から17万人参加！
　真夏の暑さの代々木公園に集まったのは反原
発集会としては最大規模の 17万人。岩手の参
加者は、呼びかけ人の声も届かず、姿も見えな
い所にいましたが、炎天下、２時間に及ぶデモ
行進で「原発反対」を大きな声で訴えました。

福島からは１０００人が参加しデモ行進

講演する
森永卓郎さん

　これ以上、消費税が上がったら暮らしてい
けないと消費税増税に反対する集会が、教育
会館で開催され、約800人が参加しました。
　講演に先立ち、消費者、商業者、高齢者、
若者、医療関係者などそれぞれが増税反対を
切実に訴えました。
　講師はテレビでおなじみの森永卓郎さん。
「絶対に上げてはいけない！消費税は命をう
ばう」と題して楽しく、分かりやすく講演し
ました。
　講演後は盛岡市内をアピール行進しまし
た。県医労の参加者は14名でした。

消費税ストップ！
怒りの７･１県民大集会

ス
ト
ッ
プ
！
特
定
看
護
師
②

看
護
師
特
定
能
力
認
証
制
度

　

看
護
師
特
定
能
力
認
証
制
度

と
は
、
特
定
の
医
行
為
を
担
う

看
護
師
（
特
定
看
護
師･
仮
称
）

の
能
力
を
国
が
認
証
し
、
侵
襲

性
の
高
い
医
行
為
を
担
わ
せ
る

と
い
う
も
の
で
す
。

 

今
回
は
特
定
行
為
と
し
て
、
検

討
さ
れ
て
い
る
内
容
に
つ
い
て

取
り
上
げ
ま
す
。

　
「
特
定
行
為
」
も
習
得
の
た

め
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
も
検
討
が

今
も
続
い
て
い
ま
す
が
、
反
対

も
あ
り
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

（
Ｗ
Ｇ
）
内
で
の
意
見
も
一
致

し
て
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、
特
定

行
為
を
法
的
に
位
置
づ
け
る
か

ど
う
か
も
未
知
数
で
す
。

特定行為とは ４月23日のＷＧでは、看護業務実態調査203項目
のうち56項目の検討内容が示されました。

2012年４月23日「看護業務検討ＷＧ」資料

医師の業務 Ａ　絶対的医行為（56項目中、１項目）
　　　局所麻酔（硬膜外・脊髄くも膜下）

認証をうけた
看護師の業務

Ｂ　特定行為（56項目中、29項目）
　　●Ｂ 1　行為の難易度が高いもの
　　●経口・経鼻挿管実施
　　●直接動脈穿刺による採血
　　●褥瘡壊死組織のデブリードマンなど14項目

　　●Ｂ２　判断の難易度が高いもの
　　●抗がん剤等の皮下漏出時の
　　　　ステロイド薬の選択・注射実施
　　●人工呼吸管理下の鎮静管理など 15項目

看護師の業務
Ｃ　一般の医行為（56項目中、18項目）
　　　・浣腸の実施の決定
　　　・造影剤使用検査時の造影剤投与など
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女性部

女性部第 55回定期大会　７月６日～７日
みんなで何とかしよう
この職場

＊一人ひとりの要求を大切にし、
 楽しい活動をすすめよう。　

　

７
月
６
日
〜
７
日
、
女
性
部

第
55
回
定
期
大
会
が
「
ホ
テ
ル

志
戸
平
」
で
開
催
さ
れ
、
代
議

員
・
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
あ
わ
せ
て

17
支
部
・
本
部
87
名
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

大
会
で
は
、
新
し
く
女
性
部

長
に
○
○
○
○
さ
ん
（
南
光
・

写
真
）、
副
女
性
部
長
に
○
○

○
○
さ
ん
（
中
央
）
が
選
出
さ

れ
ま
し
た
。

新
女
性
部
長
に
○
○
○
○
さ
ん

発言する代議員

　

討
論
で
は
、
全
支
部
か
ら
発

言
が
あ
り
、
女
性
部
の
多
彩
な

活
動
の
ほ
か
、
職
場
の
劣
悪
な

状
況
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。　

　

超
過
勤
務
に
つ
い
て
は
、「
新

人
は
６
カ
月
は
超
勤
が
書
け
な

い
」
と
、
誤
っ
た
考
え
方
を
し

て
い
る
師
長
が
い
て
改
め
さ
せ

た
こ
と
や
、
自
主
参
加
の
研
修

会
と
し
な
が
ら
記
名
さ
せ
ら
れ

る
。
上
司
か
ら
「
お
金
を
払
わ

な
い
と
働
か
な
い
の
？
」
と
言

わ
れ
た
こ
と
な
ど
が
出
さ
れ
ま

し
た
。

　

ま
た
、
病
休
が
で
る
と
、
す

ぐ
９
回
夜
勤
が
発
生
し
、
勤
務

表
が
で
き
て
も
、
自
分
が
ど
こ

の
病
棟
で
夜
勤
を
す
る
の
か
わ

か
ら
ず
、
患
者
さ
ん
の
状
態
も

わ
か
ら
な
い
ま
ま
看
護
す
る
の

で
、
不
安
で
い
っ
ぱ
い
。
人
員

不
足
で
、
妊
婦
や
育
児
時
間
の

ス
タ
ッ
フ
も
夜
勤
を
し
て
い
る

実
態
も
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
他
、
生
理
休
暇
の
取
得

者
が
殆
ど
い
な
い
こ
と
や
、
時

間
休
を
希
望
し
て
も
「
昼
休
み

に
用
事
を
足
し
た
ら
」
と
言
わ

れ
る
。
７
対
１
を
確
保
す
る
た

め
に
休
み
を
ず
ら
し
て
対
応
し

て
い
る
な
ど
、
深
刻
な
職
場
の

状
況
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

討
論
を
通
し
て
、「
も
の
を

言
え
る
職
場
に
す
る
た
め
に
、

組
合
に
結
集
し
よ
う
」「
超
勤

は
書
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
も

の
」「
パ
ワ
ハ
ラ
を
受
け
た
ら
、

す
ぐ
メ
モ
す
る
こ
と
」
な
ど
を

確
認
し
ま
し
た
。

＊健康で働き続けるためにも
 権利をみんなで行使しよう。
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二
日
目
の
記
念
講
演
は
、

経
済
学
研
究
者
（
福
島
県
立

医
科
大
学
医
学
部
・
奥
羽
大

学
薬
学
部
非
常
勤
講
師
）
の

後
藤
宣
代
さ
ん
。「
新
し
い
時

代
の
夜
明
け―

人
類
史
と
女

性
史
の
視
点
か
ら―

」
と
題

し
て
、「
大
学
で
１
年
か
け
て

や
る
授
業
を
90
分
で
教
え
ま

す
」
と
、
内
容
の
濃
い
学
習

会
と
な
り
ま
し
た
。

　

現
代
は
、
資
本･

国
家

（
１
％
）
の
生
き
残
り
戦
略

と
切
り
捨
て
ら
れ
る
民
衆

（
99
％
）
に
象
徴
さ
れ
る
が
、

そ
れ
に
対
抗
し
、
若
者
や
女

性
の
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た
抗

議
の
声
と
行
動
が
世
界
中
で

女性部

本部女性部役員
女 性 部 長 ○ ○ ○ ○ （南　光）

副女性部長 ○ ○ ○ ○ （中　央）

書 記 長 ○○○　○○○ （大船渡）

委 員 ○　○　○○○ （二　戸）

○　○　○○○ （宮　古）

○　○　○○○ （久　慈）

○　○　○○○ （江　刺）

○ ○ ○ ○ （中　央）

○○○　○　○ （中　央）

○ ○ ○ ○ （磐　井）

○○○　○○○ （専　従）

2012年度

記
念
講
演

起
き
て
い
る
と
講
演
。「
今
、

99
％
の
人
た
ち
と
ど
う
手
を

つ
な
ぐ
か
が
鍵
に
な
っ
て
い

る
。
世
界
中
の
い
の
ち
を
守

る
担
い
手
に
な
っ
て
ほ
し
い
」

と
激
励
し
ま
し
た
。

　今年は、震災の影響もあり４支部のみの応募で
した。次の４支部に賞状と記念品が渡されました。

　二戸支部「ねえ　ちょっと」
　　中部支部「しらゆり」
　　　胆沢支部「いさわ」
　　　　南光支部「はこべ」

オープニングのハワイアンダンスにうっとり

機関紙コンクール

　

女
性
部
定
期
大
会
は
、
夕
食

交
流
と
温
泉
で
ゆ
っ
た
り
す
る

こ
と
も
楽
し
み
の
一
つ
で
す
。

　

親
子
で
の
参
加
も
多
く
、
総

勢
百
名
で
美
味
し
い
料
理
と
楽

し
い
お
し
ゃ
べ
り
に
花
を
咲
か

せ
ま
し
た
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
は
、
55
周

年
を
記
念
し
て
県
医
労
Ｏ
Ｂ
の

○
○
○
○
さ
ん
が
ハ
ワ
イ
ア
ン

ダ
ン
ス
を
披
露
。
県
医
労
女
性

部
Ｏ
Ｂ
と
の
つ
な
が
り
を
感
じ

た
時
間
で
し
た
。

　

ま
た
、
今
年
も
メ
イ
ド
さ
ん

が
現
れ
、
か
わ
い
い
コ
ス
チ
ュ
ー

ム
と
ト
ー
ク
で
、
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー

ム
を
盛
り
上
げ
て
く
れ
ま
し

た
。

おかえり
なさい

　ませ～
！

今年もビ
ンゴ

盛り上げ
ます！

（でも数
字が小さ

くて

見えませ
ん…）

　

女
性
部
パ
ワ
ー
炸
裂
！

親
子
で
楽
し
め
！

日
頃
の
疲
れ
を
吹
き
飛
ば
せ
！

世
の
中
を
変
え
る
の
は
女
性

講師の後藤宣代さん
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青年部

結成55
周年

記念行事
決定 第
55
回
青
年
部
定
期
大
会
あ
ら
た
め
代
表
者
会
議
開
催

そ
う
だ東

京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
に
行
こ
う

　

県
医
労
青
年
部
第
55
回
定
期

大
会
は
７
月
14
日
〜
15
日
、
盛

岡
市
つ
な
ぎ
「
ホ
テ
ル
紫
苑
」

で
行
わ
れ
、
代
議
員
・
オ
ブ
ザ
ー

バ
ー
・
役
員
等
あ
わ
せ
て
11
支

部
32
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

大
会
に
入
る
前
に
、
○
○
副

委
員
長
を
講
師
に
「
パ
ワ
ハ
ラ

を
考
え
る
ミ
ニ
講
座
」
を
行
い

ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
、「
パ

ワ
ハ
ラ
を
受
け
る
側
と
し
て
だ

け
じ
ゃ
な
く
、
す
る
側
に
も
な

ら
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
な
け

れ
ば
と
思
っ
た
」
な
ど
の
感
想

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

大
会
は
、
地
区
球
技
大
会
と

日
程
が
重
な
っ
た
こ
と
や
多
く

の
支
部
で
青
年
部
体
制
が
確
立

で
き
て
い
な
い
こ
と
な
ど
か
ら
、

出
席
代
議
員
数
が
成
立
要
件
を

大
き
く
下
回
り
、
不
成
立
と
な

り
ま
し
た
。
議
長
の
進
行
に
よ

り
、
大
会
の
途
中
で
青
年
部
代

表
者
会
議
に
切
換
え
、
新
年
度

の
運
動
方
針
や
役
員
体
制
に
つ

い
て
確
認
し
ま
し
た
。

　

青
年
部
は
今
年
、
結
成
55
年

年
を
迎
え
ま
し
た
。
記
念
行
事

と
し
て
11
月
に
東
京
ス
カ
イ
ツ

リ
ー
＆
は
と
バ
ス
ツ
ア
ー
を
開

催
し
ま
す
。
今
後
詳
細
に
つ
い

て
は
、
チ
ラ
シ
や
県
医
労
新
聞

等
で
お
知
ら
せ
し
て
い
き
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

運
動
方
針
を
提
起
す
る
○
○
書
記
長
（
左
）

と
議
長
を
務
め
る
○
○
代
議
員
（
中
央
）

と
○
○
○
代
議
員
（
右
）

2012 年度青年部役員
役職 氏　名 支　部

部　長 ○　○　　　○ 大船渡

副部長 ○　○　　　○ 二　戸

書記長 ○　○　○　○ 一　戸

委　員

○　○　○○○ 中　央

○○○　○　○ 中　央

○　○　○　○ 遠　野

○　○　○　○ 中　部

○　○　○　○ 磐　井

○　○　○　○ 南　光

○　○　　　○ 釜　石

○　○　○　○ 宮　古

23th みちのくACT in AK
ITA

2012年 ９月７日㈮～９日㈰

今年の医労連青年部東北ブロック交流集会
（みちのくアクト） は、 秋田県大潟村で開催！

ホテル　サンルーラル大湯 ～ ～ ～

結成55周年 スカイツリーへGO!GO!
青年部中央交流会 in 東京

参加費等の詳細が決定しましたら、チラシ等でお知らせします。
東京駅まではJR駅より往復、新幹線を利用する予定です。

と　き　2012年11月18日㈰～19日㈪
ところ　東京周辺
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転
勤
し
て
か
ら
早
３
カ
月
。

県
内
異
動
で
も
地
域
性
の
違
い

や
職
場
環
境
の
雰
囲
気
に
こ
ん

な
に
違
い
が
あ
る
ん
だ
な
〜
と

実
感
し
て
い
ま
す
。

 

遠
野
支
部　

カ
フ
ェ
ボ
ー
ル

　

　

  

先
日
、
１
才
半
の
子
ど
も
を

夫
に
預
け
て
夜
の
会
食
へ
。
家

に
帰
る
と
、
子
ど
も
の
寝
か
し

つ
け
、
洗
濯
、
家
事
と
す
べ
て

完
璧
。
感
謝
、
感
謝
の
一
日
で

し
た
。「
あ
り
が
と
う
」

 

大
東
支
部　

ワ
ン
ワ
ン

　

　

  

今
年
の
組
合
旅
行
は
ス
カ
イ

ツ
リ
ー
に
連
れ
て
行
っ
て
ほ
し

い
な
ぁ
。

 

一
戸
支
部　

パ
ン
ダ

　

　

　

私
の
大
好
き
な
夏
が
や
っ
て

き
ま
し
た
。
若
い
頃
は
、
夜
勤

明
け
で
も
車
を
飛
ば
し
て
海
に

行
っ
た
こ
と
が
、
今
は
懐
か
し

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
。

４
年
に
一
度
開
催

さ
れ
る
ス
ポ
ー
ツ

の
祭
典
。
夏
季
で

は
１
８
９
６
年
の

第
一
回
ギ
リ
シ
ャ
・

ア
テ
ネ
大
会
か

ら
数
え
、
今
年
の

ロ
ン
ド
ン
大
会
で

第
30
回
を
迎
え
る
▼
日
本
で
は

「
五
輪
」
と
も
表
記
さ
れ
る
が
、

シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
で
あ
る
５
つ

の
輪
の
色
と
位
置
を
、
迷
わ
ず

即
答
で
き
る
だ
ろ
う
か
。
答
え

は
向
か
っ
て
左
上
か
ら
青
、
黒
、

赤
。
左
下
か
ら
黄
、
緑
の
順
▼

シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
の
由
来
は
、

世
界
５
大
陸
を
表
し
、
５
つ
の

自
然
現
象
（
火
・
水
・
木
の
緑
・

土
の
黒
・
砂
の
黄
色
）と
、ス
ポ
ー

ツ
の
５
大
鉄
則
（
情
熱
・
水
分
・

体
力
・
技
術
・
栄
養
）
を
表
現

し
た
と
す
る
説
が
有
力
▼
今
大

会
で
は
、
前
回
大
会
よ
り
２
つ

の
競
技
が
除
外
さ
れ
た
。
日
本

で
は
お
馴
染
み
の
野
球
と
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
で
あ
る
。
１
５
３
カ

6
月
号
パ
ズ
ル

6
月
号
パ
ズ
ル

６
月
号
パ
ズ
ル
「
ま
ち
が

い
は
７
つ
」
に
は
21
名
の
応

募
が
あ
り
、
17
名
が
正
解
で

し
た
。
厳
正
な
る
抽
選
の
結

果
、
次
の
10
名
が
当
選
さ
れ

ま
し
た
の
で
図
書
カ
ー
ド
を

贈
り
ま
す
。

■
６
月
号
当
選
者（
敬
称
略
）

釣
り
師
（
久
慈
支
部
）、
越

冬
カ
メ
虫
（
一
戸
支
部
）、
こ

ぶ
ち
ゃ
ん
、
ぽ
ぽ
ち
ゃ
ん
、
モ

コ
モ
コ
（
中
央
支
部
）、カ
フ
ェ

ボ
ー
ル
（
遠
野
支
部
）、
一

関
市
藤
沢
町
の
人
（
南
光
支

部
）、
ほ
た
る
（
千
厩
支
部
）、

ワ
ン
ワ
ン
（
大
東
支
部
）、ウ
ー

ロ
ン
（
高
田
支
部
）

い
で
す
。

 

中
央
支
部　

は
な
み
ず
き

　

　

　

今
年
も
去
年
同
様
暑
く
な
り

そ
う
で
す
ね
。
み
な
さ
ん
、
熱

中
症
に
注
意
し
て
土
用
の
丑
の

日
に
は
「
ウ
ナ
ギ
」
を
食
べ
、

こ
の
暑
い
夏
を
乗
り
越
え
て
い

き
ま
し
ょ
う
!!

　

 
南
光
支
部　

よ
っ
ち
マ
マ 

　

　

　

暑
い
日
が
続
い
て
い
ま
す

ね
。
朝
晩
の
気
温
の
変
化
で

少
々
風
邪
気
味
の
私
…
。
今
年

の
夏
も
無
理
の
な
い
範
囲
で

「
節
電
」
ガ
ン
バ
リ
ま
す
！

 

中
央
支
部　

ぽ
ぽ
ち
ゃ
ん

国
が
参
加
を
予
定
す
る
中
で
、

同
じ
団
体
競
技
で
あ
る
サ
ッ

カ
ー
や
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
な
ど
と

比
べ
て
、
世
界
的
に
は
ま
だ
ま

だ
普
及
し
て
い
な
い
マ
イ
ナ
ー

な
ス
ポ
ー
ツ
と
さ
れ
た
の
だ
▼

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
、
各
国
の

メ
ダ
ル
獲
得
数
も
、
大
き
な
注

目
を
集
め
る
。
国
に
よ
っ
て
は

金
メ
ダ
ル
を
取
る
こ
と
が
至
上

命
題
と
さ
れ
、国
家
的
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
選
手
育
成
が
行
わ
れ

る
。
勝
て
ば
英
雄
と
し
て
生
涯

が
保
証
さ
れ
る
が
、
負
け
れ
ば

税
金
泥
棒
い
の
扱
い
を
受
け
る

▼
国
家
間
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
招

致
を
巡
る
綱
引
き
も
熾
烈
だ
。

経
済
効
果
が
期
待
で
き
る
一
方
、

不
要
不
急
の
公
共
事
業
な
ど
が

優
先
さ
れ
る
な
ど
、
負
の
一
面

も
併
せ
持
っ
て
い
る
。
東
京
都

石
原
知
事
は
、
再
度
２
０
２
０

年
の
東
京
開
催
に
名
乗
り
を
上

げ
る
よ
う
だ
が
、
今
か
ら
８
年

後
、
被
災
地
の
復
興
が
目
に
見

え
て
進
ん
で
い
る
こ
と
を
願
う

ば
か
り
で
あ
る
。  

（
す
）                



　

上
下
ど
ち
ら
か
の
絵
に
７
つ

の
間
違
い
箇
所
の
印
を
つ
け
、

ハ
ガ
キ
に
貼
付
し
て
、
応
募
し

て
下
さ
い
。
正
解
者
の
中
か
ら
、

抽
選
で
10
名
の
組
合
員
に
図
書

カ
ー
ド
を
送
り
ま
す
。
送
り
先

は
〒
０
２
０―
０
０
２
３　

盛

岡
市
内
丸
11―

１
、県
医
労
「
懸

賞
パ
ズ
ル
」
係
ま
で
。
締
切
は

８
月
末
日
（
必
着
）
で
す
。
ま

た
、
抽
選
に
は
関
係
あ
り
ま
せ

ん
が
、
ハ
ガ
キ
の
余
白
に
「
つ

ぶ
や
き
」（
職
場
の
話
題
な
ど
何

で
も
）を
、
ぜ
ひ
一
言
お
書
き
下

さ
い
。
県
医
労
新
聞
で
紹
介
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
匿

名
希
望
の
方
は
必
ず
ペ
ン
ネ
ー

ム
を
お
書
き
く
だ
さ
い
。
た
だ

し
、
当
選
し
た
場
合
は
、
記
念

品
の
送
り
先
が
必
要
と
な
り
ま

す
の
で
、
支
部
名
・
本
名
の
記

入
を
お
忘
れ
な
く
！

◇
涼
求
め　

日
陰
を
歩
き　

歩
数
増
え　

 

（
あ
ち
ち
…
）

◇
パ
ワ
ハ
ラ
と　

超
過
勤
務
で　

メ
ン
タ
ル
に

 

（
私
は
こ
れ
で
辞
め
ま
し
た
）

◇
声
上
げ
て　

猛
暑
の
な
か
の　

デ
モ
行
進

 

（
さ
よ
う
な
ら
原
発
集
会
）

◇
国
民
の　

声
を
聞
く
の
だ　

野
田
総
理

 

（
脱
原
発
！
オ
ス
プ
レ
イ
反
対
！
）

◇
五
輪
熱　

今
夜
も
寝
ら
れ
ぬ　

熱
帯
夜

 

（
に
わ
か
応
援
団
長
）

８月の予定
　３日（金）～　６日（月）
 原水爆禁止2012世界大会・広島
　６日（月） 県医労看護部会（水産会館）
13日（月）～14日（火）　書記局閉鎖
18日（土）～20日（月）
 全国保育団体合同研究集会in兵庫
25日（土） 支部長会議（水産会館）
25日（土）～26日（日）
 第58回日本母親大会in新潟

９月の予定
　１日（土）～　２日（日）
 岩手医労連第65回定期大会（ホテル大観）
　５日（水）～　６日（木）
 日本医労連看護要求実現全国交流集会（新潟）
　７日（金）～　９日（日）　みちのくアクトin秋田
　８日（土） いわて労連定期大会（総合福祉センター）
　８日（土）～　９日（日）
 県医労女性部結成55周年記念バスツアー（福島）
15日（土） 支部長会議（県民会館）
23日（日）～24日（月）
 日本医労連組織拡大強化・共済推進
 全国交流集会（京都）

と　き　９月８日㈯～９日㈰
ところ　スパリゾートハワイアンズ（福島）

●９月８日㈯
　10：00　盛岡駅発
　15：30　スパリゾートハワイアンズ　モノリスタワー着
　17：00　夕食バイキング
　20：30　グランドポリネシアンショー
　21：30　モノリスタワー泊
●９月９日㈰
　09：30　ホテル出発
　09：50　アクアマリン福島
　11：00　各自昼食＆ショッピング（ららミュウ）
　12：30　出発　　　　　17：30　盛岡着

スパリゾートハワイアンズへ行こう

県医労女性部55周年記念




